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1)ythechlorinationandthehydrolysis_offthis

trichlorobenzeneandpresumed･thatitcontains

6T,丁66% oH ･44-trichlororisomerand37-35% Iofothcrいyoisomers.I

Thenwegaveanexampleofthepromising;

technicalutiliLEationofeachisomersselectively

foreachpurpose,separatir)g I･2/:4-isom与r

･rl

帝 116放

from othersatIastep oLtetrachlorinationof
txnzene.

Eachphenol,produced bytheh),drolysis

ofequil･alenttetrachlorobenzencorhĉ'achlo-

robenzene-jsusedfortheI,ase-ottheinterme-ヽヽ
diateofimportalltChemicals.

StlldiesonControlingtheWeedsinthePaddyFieldwi th2,i,5-T.KunitkazuUll:KIノ

(ScttuExperimentalFarm,Kyoto.Un.iver苧ity)･Received一一九Tay20･1931BoEyu-Ka'gah･J
16.96,1951(with･Er)glishres.um699)

i4.-9,4,5-Tによる水田除草に関する研究,蘭 木邦和 (京大旗学部附属碑浄見場)

(26.5.20受理). ＼･

新除革剤 2･4･5-trichlorophenoxy a,ceticacid

(2.4,5二T)に就くは,,既に剖咽 に於て幾多?研究梁

tlILが発衰され,tLつ実糊の城にまで達している (Pri-

dham,1931;Flagg他.11951;Lovl･Orn,1951)｡箪

満はJl1三iFllHC の兜効成分から犯 された 2,4,5-T
●～

.(.旭 他.1950)･を. 除革剤 2,41dichloropPen-

oxyaceticacid(2,4-D)と同様!水田排革防除に利･

川する予h'fJ一試蚊を実施したが (枯木,1950),米だ除革

剤としての処理追払 処理時期並びに栽培管理法との′
関係等に就･C不分別であったので,昨和 jび東独を打

った｡その結凪 一応2,4,5-Tが2,4-Dと同抹な処理

TJ'状により,除串剤とLlて有効であることが朽確認さ .

jtたので.矧 こ突放結斗ミの概要を搬出する次第:C'あ
/Jcl
f,I.7本研究を実施するに当り,種 々榊教示を脳つた就

火香川教授 赤髄助教授洗びに稲凹的致控に対し控誹
の意を未すると共に,J訳大袋粥化学研究室より故詑な

る2･4,5-Tを御地供下さったさとをTg･く感謝する｡
実験材料及び実態方法

l･ 実 地材料 1.

除戟剤としての 2,4,5-T ナト1)サム塩は京大忠繋

化学qr･兜'Bで製造されたもので,比較にmいた?'4-D ･

ナ】:リウム塩は石田注米株式金紋製のものである｡

実験は場としては.･一昨Ilf･同級 ),L･:大袋学部附属節

印畠tB･の水田｢京都旭｣を我放した水凹を月い た｡栽
柵瑚叩 1950年6月2相 ,栽枯様式は汲木枕区 (株 ､
rL.nl尺3寸×4寸;l衷柾)と普通植区(株問9寸×7寸■｢

2本枇)とに争って比較実験したo /

2. 臭磁 方法

tR依田は,1区劉fTJ･5坪の2区制(AlL供行除-i.t区は 3

区制)-とし,約1未?如き処理方法に韻き.比較按討

した｡LE.'Al除草剤は哨対.I輯凪の処乱即こ,槌く口の細か
い如鉛で臼滴 に一様に撒布したq I

節1表 試験区別処理方法

〔社〕

1) 栽噂様式 No･1-No･9;並木植(13寸×4寸)~､

No.1-No.IX:晋遜植(rJTl一×7寸)I

2) 中耕除草要領

処理区 :処理前2回機械申耕除草

慣行区 :2凹授城中耕除草及び2回手枕除草

無除等区:全紙中耕除草行わず/
＼r `臭的結果及び考轟 ､

･). 水田難茸防除効果

2,4,5-.T 処理区に於ける郷iS抑制のWl向は.CI･.Wの

結果(柚木.1950)と略和似た状況を流した｡即ちヒエ

を除いて.tt･-.コナギを始めキカS'クサ.カヤtZL)glサ.
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アッパィ,アブ′),ヒヂ･)コ等の水m嫌草は析んと

出現校地'f陀 中止し'.枯妃隅放した｡処理後視拝した

.'7:.A(水uJ批群の多少を税T.Liした和狐は茄2求の如くで
ある｡

節2未 払存水円錐耳調査(0JHOFl現准)I

鍔 シほヤア甘 ツ雷 7'ノ瞳 デt'
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分奨数及び収比後の拙長を･mtJ尽した細光を流したもの

である｡

BIJち,2,4,5-T各処理区に於ける生育状況は,慣行

除草区及び2,4-D欠も理区と比較して大差ない接でであ
る｡

予[･17J拭陵の純只では;2,4.5-T処理区の草丈及び班

長が.2,4-D怨ftR区及びtEt行区に比し析短い械向がみ

とやられたが仰 木,1950)･本粕 では一般に著しい差 パ
艶はなく.むしろ反当60g.処理の試験区No.2,No.3

及びNo.ⅠⅠ,'No-.ⅠIlはすぐれた成損を京している｡

向背過給区の分襲数が並木椛区のそれに比し榊多いの .

は.前者が2本純,後者が1本柏したためであろう｡

3. 水相の収量調査

水村の収荘物に就て,各試験区別及び生育調査に用

いた逆潮斗め収丑調査した結凪も 節4表及び第5蕗

の如1くである｡
印5',水桐の収丑に関しても肋木椛区の No･2及び

N0.3を除いては一般にml7除1,t区や2,4lD除草区と

北伐して大差なーく.予CJ7J釈放で光別 紙‖来なかった
粗敬や槻矧 こ就でも.木実執こより,2.4,5-T欠的).也

が常に劣るとは断言川来ないことがみとめられる｡亦

精粗少合に就ても,2,4,5-'r処和広は2,4-D区同級

恨行区より大なる切付多く.この点は水u柑仁岱防除に-

除耶hlを川いた吻合に於ける.水刑のyjimに対する繊
耶比の結梨(生防.1950;椛*,1050)と柑似た幌向を

元している｡
し旺).表中の記号は残存
- 残存せず

+ 和残存する
廿 杓多く残存する

≠ 多く残存する一

耳の多少を示す

即ち2,4,5-T反当100g勉理の試験区No.4及び

No.lVは希試放区に比し,榔草仰.'Lnj効凪 ま常しい

那,反当60gr･及び76gr.を7月22日に撒布したNo･

2.4-D処埋区のNo.7及びNo.VItやtEI行除草広

のNo.8及びNto.ⅤⅠⅠⅠと殆んど岡程喋の粧笹班除

執刀王を読している｡tuL,ヒエは2,4-Dの場合と
rrllt乱 2.4.5-Tでも防除することは閃雌である｡
f.I.7棚 だ様式の点からみると.本実蛤では#.水仙
区より背捌 在区′の方がF,T3,1:の効架う',良好 で あ る

那,これは両満の1射叫のyl雄 .油'.ぴに分校の多少の

A'ミ31･によるものであろう｡
,Zt 水相の生育状況
水和の!k-fiに放ても,･予祁7)納月!(Wl休,1930)
と(.lJIJm)I,塊J.おもあらわれず.luは状矧 こも典冊が
みとめられない｡孤3炎は除U.I(剤処n!TJ'J,処FJ塊

汲びに牧陛当時の各試漁区に於ける170株の草丸

■ノ

泳fj.虫甘調未調査
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･鰐4裳 試翰区別水稲収量調査

霊地署 l 臥 丘 粉 孟 ) 杓防歩一合 -

〔-3t〕

1).訴瞭区百校 :1民 6.5坪

2) 吹 払 期 日 :11月15日

節5式 速足株別水村牧温調査

溜 甲鋸 総 皿̀ l籾 盃

No.'･l

NO. 2

ノNo. '3

No. 4

No. 5

Nu. 6

Nt).一 7_

No. 8

No.･̀0

･lEgiZl此驚

930

1015
7
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8
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〔i注〕L ,--

1)~選定株敬 .'20林

I･2) 耽軽期日 :11月14日ニ

潔(桁木,1950)を円栓討したものやある｡今後髄に兜

明しかすればならぬ点も多く残されてtJlるが,一応役･

虫剤BHCの副産物である2,4,5-Tが,除草剤t'して

2･4二Dと同じく朝 批 しても盗支えない.ことを確認し

たといえ′る｡'Bljち･2,4,5-T反当100g･以内を7月

監にも影響をあたえない ｡しかし2,4,5-Tを実F71的に

利Flけ る場合には,木抑 tl部以浦?暖地では反当 6,0

g._～70g/(2,も5-T+トリウム盟として)を2回の機

械中桝除草を終った水uに撒布すれば-#分であろう｡
付し,2:4-Dの場令と同臥 ーヒエ拭きを実施しなけれ

ばならない｡fJ.7'2,4,5-Tによ.る除草と哉払様式との
関係に放ては.本突放の結果の互で速断することは危

随である.,

摘 琴 ･

i:●木肌兜は,殺虫剤TiIJC知は成分よL)分成された

2,4,5TTによる水tiJ除草の処理方法及びその効光をFi

披討したものである｡.

2･2,4,5-T反当60g.以上を川いれば 2,4lDとrn】

桂皮の水D]雄革防徐効糊 ;ある｡但し,ヒ子は2,4-I)

除草の場合■と同様視存する｡

3･J2,4,5-T反等100g/以内であれば,杓んど鍵'.11な

く,生育にも央常を呈しない｡

4･ 水稲の収監に於こ､Tも.概して2,4,5-T処理区と
2,4-D及iFtEt行除苫両区との問に著しい益瓢がみとめ

られない-｡

5･/2,4,5-Tを如 け る場合は反当60-TOG.をm払後

3遡描1日qiに撒布すれば充分である｡但し.撤和前2

回の樺城中耕除草とヒエ抜きを実施する必駒 ;ある｡

, ･･文 ∴ ･ ･W -∴
rl･.A.M･.S･Pridham,lrJ5･1.･1'rogrcssroporton

controloflVOOdyweedsinlrinter.IProceedings

oftlle丘fthannualmeetinginthe'Northestcrn
WeedControlConfejenCe.

2･ 先非正雄.1950.2,4-D による水田除草の拙論

とL方法･:駆 及固執 2:, ′●

3･ C･Ⅴ･Flagg､J･Ⅴ･･Geluw-e･1ミ･lT･Tleatty.and
E･C･LackoI1951･Progressreport.onthetlscoE

2,4-I)and2,4･5Jrf.,r･tl;om apl,1econtroltin

pastures.procccdingsofthefifthaI】hu.IllmL･-

ctingintheNurthestcrllWeedControlCoZ1lc-t
renCe｡

4. 井上鼠 1950.2,4-Ⅰうと化fI'.･除草の実駄 宮代脇
全発行｡
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5.生爪安丸 1030.2.41D による水田柵軍防除釈放

(節2相).皿預及何番,25l l

6.巾JTJ稔,樋口幹,京町皿偲 松̀浦玖 1930･nltC
ql劾成分の利mに田ナる研究･防虫科学,75̀

7.】ミ.L.Lot,I,Orr7-1031.WeedmenfortheLotu二
rc･proceedingsof'the即tha77nualmeetingin

theNorthestern IWeedContioIConJference･

8.植木邦机 1950.2,4.5-Tによる水m雑草防除試

鹸 (予報).防虫科学,15

Resume

J･Astudycontrolling,weedsonpaddy鮎ld
lVasr舶deusing2,4,5-T,lVhichlVaSProduced
hythe-mattersotherthnrlPOmerCOntained I

intheinsecticideIIIIC.■

2.Applyingol,er60gr.of2,4,5-Tpertan(9
ひ･m2),thesam占eontroIJlngeLrcctwasobser､,ed･

comparedWiththecasetreatedWith2,4-D:

Ja-paneseb=1.myardmillet(Panicum Crusgalli-

～

解 16蚊
ヽl

L･var･S-u-)mutlLcuni 1̂ey･)Iho,Ve,,er･亨ur､,ュvesin

plotstreatedwith2,4,51Ta畠lVel1才Sinthose
､treatedby2,4,-D.
3.Applyinglessthanー107g.of2,4,5'-T per

tan,chemicalinjuryishardly observed,the

growthbeingnolrmal･

4.TheyieldsofplotstreatedWith-2,4,5-T
arenotlessthanthos90fplotstreated with

2.41DandthoseOftheordinaryplotsweeded

tlvicebyhand･ I

5.Inthepracticalcase印g～70gr.()f2,4,
5-TshouldlXappliedper.tanat/aboutthree

weeks;lftertherice-transplantation.Itisre-

questedhowevertocultil･ate;In°･化飴dinstru-

mentallytlViceand 汀!OreO､,etO dmwoLlhy,
hand theJapnncsもbarny.lr｡ millctpriortO

theapplicationof2,4,a-T.

SttldiesonSynergistforInsecticidesllI.OntheColorimctricIIeterminatidnof

Egonol･IliromichiM T̂St,DARA (°ept.ofAir.chem.,FよeultyoE ĝr..GiLuUni-
､･CrSity)Recei､,ed坤 y26･1951BoEylL-KagahtL16･99･19L-)1(､yithEnglishresヮmi102)-I
15･鼻薬の共力触こ関する研究 (第3報)エぎノールの此色定丑法に裁て 枚BE(弘道
(岐阜大学農学部氏番化学教珪)20.5.26受理`

前相 1)に放て背溝はエゴノ_-ル及びェゴ軌がピソ1.

I)Yに対し似秀な非力効果を有する市を和むしたが.
実 輸

更にエゴ的からエゴ′･-ルを乾田な状題で抽出する耶 Ⅰ.虫色節理

兜を進めるに当って光づェコ●′=ルの定立法を確立ナ 川合托により発見せられた干コ'/-ル反応とはエゴ
ろ布が必要となったので,l共の定立法に就て研究し- ノールを耶軌 こ泊脈し之にII皇02を加へ加熱教化する

新比色r'道立u三を考案したので此矧こ報Lb'･する｡ 時は紫紅色を呈する反応を云うもので,此の場合次式
0
ll 0- CL-I2

HO-(C."3奇 計 くP=E To"'O ｡諾 co27cH2'31'LA)F計 む し
OCII3
Egonol

エコ'/-JLの定血沈としては川合代によti発見せら

･れたェゴノール旺応(!)-･池にアセチルエコ'/-ルの7'

･lム化反応(与) -を利打け るガ払 702.'面慣受加温処理の

場合の圭呈色反応(紫色),班.tOrcine-H,SO一反応のー､

如きMethylenedlo･yy.groupの特有反応を利ffJす

る方法等が考へられるが.=T･Wub的討取の結邦第一痕以
外は少しくA,iLtt:tを和す如 iが解うたので,此処ではエ
主･ノール反応を利11Jする比色hJti血沈に就七研究を行●｡▲
ったb

′Nor-cgonolonidincacetate

の如く Nor-egonolonidine acetateを生ずると云

う~O(4)

川合氏等1こよれば純粋な木星色物質の牧草はアセチ
ルエゴ}-ルに対し平均11%,最高14% (ェゴノール

に対しては15.8%に相当する)であり,-著者の研究し

た広迅比色定立条件ではエ ゴ ノー)Lに対して15.9%と

なり典の数字がよく十致するのを認めた｡

ⅠⅠ.拭 難

1･35%H201･｡,市販の化学用純品を共の腿用ひる｡1
99

＼


